
【令和４年度中南地域年間観光イベント情報】 ※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更することがあります。

月 時期 名称 市町村 概要

4月 上旬 弘前城ミス桜コンテスト 弘前市 観光のまち弘前に彩りを添える弘前城ミス桜コンテストです。

4月 下旬 弘前さくらまつり 弘前市 日本最古のソメイヨシノなど、約2,600本の桜が園内を埋め尽くす。

4月 下旬 黒石さくらまつり 黒石市 イベント盛りだくさんで花見客で賑わう。

4月 下旬 国指定名勝「金平成園」一般公開（～11月下旬） 黒石市 大石武学流である「金平成園」の一般公開。

4月 下旬 平川さくらまつり 平川市
約330本の桜が咲き誇る猿賀公園で開催されるイベント。
期間中は多くの催しが行われる。

5月 上旬 津軽三味線世界大会 弘前市 全世界の奏者が腕を競う、奏者の登竜門的大会。

5月 上旬 りんご花まつり 弘前市 ステージライブやグルメコーナーなどのイベントで、公園を満喫。

5月 中旬 黒石緑化まつり 黒石市 植木や樹木、花など様々な植物を販売。出店も立ち並ぶ。

5月 下旬 大鰐温泉つつじまつり 大鰐町 約15,000本のつつじが咲き誇る中、芸能発表などが開催される。

5月 下旬 田植え体験ツアー 田舎館村
カラフルな稲を植え分けて図柄を作る田んぼアートの田植えを、昔ながらの手作
業で体験できる。

6月 上旬 チャレンジヒルクライム岩木山 弘前市 青森県唯一のヒルクライムサイクルレースです。

6月 上旬 万国ホラ吹き大会 大鰐町 大会は1人5分間の持ち時間の中でいかに大法螺を吹くかを競う。

6月 中旬 こでんてんin黒石こみせ 黒石市 中町こみせ通り界隈で行われる、手しごとクラフトマーケット。

6月 下旬
カヌージャパンカップ
白神カップカヌー大会

西目屋村 全国から集まるカヌー選手が熱い戦いを繰り広げます。

7月 上旬 横町納涼夜店まつり 黒石市 七夕の時期にたくさんの短冊や出店が立ち並ぶ。

7月 中旬 クラシックカークラブ青森ミーティングinこみせ 黒石市 情緒漂う「中町こみせ通り」に往年の名車・旧車が大集合。

7月 中旬 温湯温泉丑湯まつり 黒石市 悪い所を治すといわれる牛の御神体を乗せた御輿を子供たちが引く。

7月 中旬 大鰐温泉サマー フェスティバル 大鰐町 納涼フェア＆ビアガーデン、燈篭流し等多様なイベントを開催。

7月 下旬 黒石ねぷたまつり（～8月上旬） 黒石市 風情ある街並みを人形ねぷたと扇ねぷたが練り歩く。

7月 下旬 浅瀬石川ダム　ダム湖ふれあいデー 黒石市
7/21～31の「森と湖に親しむ旬間」に合わせて開催される、大人も子供も楽しめ
るイベント。

7月 下旬 平川市蓮の花まつり 平川市
猿賀神社境内にある池一面に、淡いピンク色の蓮の花が咲き渡る。
まつり期間中は様々なイベントが行われる。

7月 下旬 白神山地ビジターセンターふれあいデー 西目屋村
大型スクリーンによる特別上映や、木工体験、棒パン体験、地域の特産品の
販売等を開催。

7月 下旬 （仮称）白神夏祭り 西目屋村
ステージショーや露店販売、各種体験会や花火の打上げなどを村内で楽しむ
ことができます。

7月 下旬 丑湯まつり 大鰐町
毎年土用丑の日に牛に乗った大日如来像を温泉に浮かべ
無病息災を祈祷する伝統行事。

8月 上旬 平川ねぷたまつり 平川市
高さ約１２ｍの「世界一の扇ねぷた」が最後尾から出陣。華やかな踊りも加わ
り、夏の風物詩を満喫できる。

8月 上旬 大鰐温泉ねぷたまつり 大鰐町 じっちゃもばっちゃもみてけろじゃ♪　ねぷたが大鰐の夜を彩る。

8月 中旬 黒石よされ 黒石市
「エッチャホー、エッチャホー」が掛け声。廻り踊り・組踊り・流し踊りの3つ
で構成。

8月 中旬 大川原の火流し 黒石市 船子が船の帆柱に火をつけ下流の大川原橋まで流し下す。

8月 中旬 浅瀬石川灯籠流し 黒石市 先祖の霊を慰めながら家内安全や無病息災を祈る。

8月 中旬 ふるさと元気まつり 黒石市 黒石の夏祭りが一堂に結集。花火の打ち上げもあり。

8月 中旬 平川あどの祭り 平川市
平川の熱い祭りは二度やってくる。ねぷたはもちろん、ステージイベントも楽し
める。

8月 下旬 ファッション甲子園 弘前市 全国の高校生を対象としたファッションデザインコンクール。

8月 下旬 無形民俗文化財　お山参詣 弘前市 五穀豊穣や家内安全を岩木山神社に祈願し集団登拝する伝統行事。

8月 下旬 虹の湖ROCK FESTIVAL 2022 黒石市 「虹の湖公園」野外ステージを使った黒石発のロックフェスティバル。



8月 下旬 津軽花火大会 藤崎町 幻想的な灯籠流しの後、約4,000発もの花火が打ち上げられる。

9月 上旬 古都ひろさき　花火の集い 弘前市 花火大会に、よさこいや津軽三味線ライブ等各種イベントもある。

9月 上旬 黒石こみせまつり 黒石市 津軽太鼓や津軽三味線の演奏、よさこい等イベントを多数開催。

9月 上旬 ひらかわフェスタ 平川市
桃をはじめとする地元農産物や加工品などの販売のほか、ステージイベントや抽
選会、各種展示を行う。

9月 上旬 猿賀神社十五夜大祭 平川市
旧暦８月１４日から１６日に開催。
津軽神楽奉奏、県下獅子踊大会等様々な祭事や神賑行事を実施する。

9月 上旬 大鰐観光りんご園 大鰐町 りんご収穫体験、販売などを農園で行う。

10月 上旬 弘前・白神アップルマラソン 弘前市、西目屋村 りんごの里から世界自然遺産白神山地へと続くコースを走るマラソンイベント。

10月 上旬 稲刈り体験ツアー 田舎館村 田んぼアートの稲を昔ながらの手作業で鎌を使って刈り取る。

10月 中旬 全国伝統こけし工人フェスティバル 黒石市 全国各系統の工人による実演、販売。

10月 中旬 中野もみじ山（～11月上旬） 黒石市 もみじの名所として親しまれている。彩り豊かな紅葉が見られる。

11月 上旬 弘前城菊と紅葉まつり 弘前市
弘前公園の1,000本の楓、2,600本の桜が美しく色づく。日没からは園内の紅葉や
天守、櫓、城門などのライトアップを実施。

11月 上旬 ひろさきりんご収穫祭 弘前市
りんごの収穫が本格化する前に、出来秋の無事を祈りながら、
様々なりんごのＰＲイベントを実施。

11月 中旬 黒石りんごまつり 黒石市 りんごの即売など、様々な催しを通じ黒石のりんごをPRするお祭り。

11月 中旬 ふじさき秋まつり 藤崎町 ジャンボおにぎりづくりや物産展など、様々なイベントを開催。

11月 中旬 収穫感謝祭&シクラメン市 田舎館村 村の芸能・文化・産業が一堂に会する村最大のイベント。

11月 下旬 りんごトラック市 弘前市
採れたてのりんごや加工品の販売はもちろん、豪華景品が当たる抽選会もある。
りんご公園では収穫体験も可。

11月 下旬 ひらかわイルミネーションプロムナード 平川市 弘南鉄道平賀駅や平川市中央公園等にイルミネーションを飾り、夜の街を彩る。

11月 下旬 まるごと大鰐 秋の感謝祭 大鰐町
大鰐でしか「買えない」「味わえない」「体験できない」、
希少性をコンセプトに「大鰐ならでは」のものを一同に集めたイベント。

12月 下旬 大鰐温泉スキー場オープン 大鰐町 初心者から上級者まで楽しめるスキー場。

1月 下旬 鬼神社しめ縄奉納裸参り（旧暦元日） 弘前市 400年前から続く伝統行事で、弘前市の無形民俗文化財に指定されている。

1月 下旬 りんご公園ウィンターフェスティバル 弘前市 雪に触れ思いっきり遊ぶ、冬を楽しむフェスティバル。食のコーナーもある。

1月 下旬 農家蔵・蔵並み通りライトアップ 平川市 ライトアップされた農家蔵や蔵並み通りが幻想的。

１月 下旬 猿賀神社七日堂大祭 平川市
旧暦１月７日に開催。
柳の大枝をたたきつけて今年の天候や作物の豊凶を占う神事などを行う。

2月 上旬 沢田ろうそくまつり(旧小正月) 弘前市
約450年以上の歴史があり、五穀豊穣や家内安全を祈りながらろうそくに火を灯
す。

2月 上旬 弘前城雪燈籠まつり 弘前市 約150基の雪燈籠、大雪像や大型滑り台など多数作成。

2月 上旬 黒石旧正マッコ市 黒石市 商品の割引とともに、ものすごいマッコ（お年玉）がもらえる。

2月 上旬 全日本ずぐり回し選手権大会 黒石市 津軽地方冬の遊び「ずぐり回し」の全日本大会。

2月 上旬 平賀はしご酒まつり 平川市 まつり参加飲食店をはしごすると、賞品がもらえるスタンプラリー。

2月 上旬 おおわにアートイベント 大鰐町 弘南鉄道大鰐線の車両に「イルミネーション」を施す光のアート。

2月 上旬 冬の田んぼアート 田舎館村
光と影の芸術「スノーアート」を中心としたイベント。サイモン・ベック氏の
技術指導を受けた「スノーアーティスト集団It's OK.」がアートを制作。

2月 中旬 黒石じょんから宵酔酒まつり 黒石市
まつり参加飲食店を4軒はしごすると、豪華景品があたる抽選会に参加できる。
ハズレなし。

2月 下旬 乳穂ヶ滝氷祭 西目屋村 豊饒を祈願し氷柱の下で豊凶などの護摩祈祷を行う。

2月 下旬 なべ－ワングランプリ in 停車場通り 藤崎町 買って食べて、No.１鍋汁を決定するイベント。

2月 下旬 弥生の里凧揚げ大会 田舎館村 参加者が自慢の凧を持ち寄り、見栄え・飛ばし方・鳴り等を競う。


